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巻末資料 

１.検討の経緯 

１）青葉山公園整備基本計画検討委員会（平成１６年～１７年） 

見直し計画の検討にあたっては学識経験者や各分野で活動する市民代表など9名から成

る，「青葉山公園整備基本計画検討委員会」を平成 16 年 6 月 10 日に設置し，平成 17 年 8

月 3 日の第 10 回委員会まで公開方式で検討を進めた。また平成 16 年 11 月にはシンポジ

ウムを開催し，関連する青葉通再生基本構想検討委員会や西公園再整備検討委員会と合同

で検討状況の報告と意見交換などを行った。 

青葉山公園は，仙台を代表する資質を有する公園であり，その価値や影響範囲について

慎重に議論するため，中心市街地の緑のあり方など関連する総括的な議論も行う事が必要

である。 

計画の検討においては，自然・交流・観光の面から区域一帯に与える影響が大きい本委

員会において，青葉山周辺区域一帯について確認を行う事とし，青葉山周辺区域一帯のコ

ンセプト及び各公園の役割などを確認した後，青葉山公園や西公園，個々の整備計画につ

いてそれぞれ計画を検討し，策定する事とした。 
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（ハート＆アート空間「BeＩ」代表） 

涌井
わくい

 史郎
しろう

 

（桐蔭横浜大学生命環境工学研究機構長教授） 
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茂
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（東北地方整備局建政部都市調整官） 

◎委員長  ○委員長代理

（敬称略・五十音順・所属先は委嘱当時）
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青葉山公園整備基本計画検討委員会設置要綱 

 

（平成 16年 5月 20日市長決裁） 

（設置） 

第 1 条 青葉山公園整備基本計画の見直しにあたり，学識経験者，関係団体及び市民の意見を

聴取するため，青葉山公園整備基本計画検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第 2 条 委員会は，青葉山公園整備基本計画に関することについて検討し，市長に報告するも

のとする。 

 

（組織） 

第 3 条 委員会は，委員 10 人以内で組織する。 

2 委員は，学識経験者，関係団体及び市民のうちから市長が委嘱する。 

3 委員会は，前条の報告が完了したときに解散する。 

 

（委員長） 

第 4 条 委員会に委員長を置き，委員の互選によって定める。 

2 委員長は，委員会を代表し，会務を総理する。 

3 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第 5 条 委員長は，委員会の会議を招集し，その議長となる。 

2 委員会の会議は，委員の過半数が出席をしなければ開くことはできない。 

3 委員長は，必要があると認めるときは，会議に関係者の出席を求め，その意見を聴き，又

は説明を求めることができる。 

 

（庶務） 

第 6 条 委員会の庶務は，建設局百年の杜推進部青葉山公園整備室において処理する。 

 

（委任） 

第 7 条 この要綱に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が委員会に

諮って定める。 

 

附則 

（実施期日） 

1 この要綱は，平成 15年 5月 20 日から実施する。 

（この要綱の失効） 

2 この要綱は，委員会の解散をもって効力を失う。 
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図 1 計画の作業フロー図 

基礎的条件 整
仙台市の緑のまちづくり 

周辺地区の関連計画  
仙台市街地における

地域特性と緑のネットワーク 

現計画(青葉山公園基本計画)の概要 

見直しの視点と課題

基礎的条件 整理
基礎的条件の整理

基本計画図最終案の策定，報告書案の取りまとめ 

周辺地区の計画テーマ

青葉山公園計画の基本的な考え方(案) 

青葉山公 整備方針案 検討
青葉山公園整備方針案の検討

基礎的条件の整理
市民アンケート

 
緑地配置から見た

周辺地区の方向性 
 

様々な側面から見た周辺地

区の連携に関する方向性 

基本計画図の作成（マスタープラン）

第１回委員会 
平成 16 年 6 月 10 日

フィードバック 

第２回委員会 
平成 16 年 6 月 29 日

第３回委員会 
平成 16 年 8 月 5 日 

第４回委員会 
平成 16 年 8 月 30 日

第５回委員会 
平成 16 年 10 月 15 日

第６回委員会 
平成 16 年 11 月 12 日

第７回委員会 
平成 17 年 1 月 20 日

第８回委員会 
平成 17 年 3 月 7 日 

第９回委員会 
平成 17 年 5 月 12 日

第１０回委員会 
平成 17 年 8 月 3 日 
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表 2 青葉山公園整備基本計画検討委員会の各回の概要 

 委員会概要 

第 1 回委員会 

1. 与条件の整理（仙台市の概要，青葉山周辺について） 

2. 上位計画における位置づけ 

3. 計画見直しのプロセスについて 

4. 現地調査 

第 2 回委員会 

1. 青葉山公園周辺地区の関連計画の確認 

2. 仙台市街地における地域特性と緑のネットワークについて 

3. 青葉山公園周辺地区の方向性と役割について 

第 3 回委員会 

第２回委員会の意見を踏まえ，景観・観光・レクリエーションにお

ける利用する側からの視点，歴史文化，自然資源の４つの側面から，

周辺地区とその外側の関連性を改めて見直し，計画テーマの検討を行

った。 

第 4 回委員会 

現計画（青葉山公園基本計画）の概要を念頭に，見直しの視点と課

題（仙台城跡整備基本計画（基本構想）との整合性，アクセスの変更，

周辺整備計画との整合性，周辺地区の計画テーマとの整合性）の検討

を行った。 

第 5 回委員会 
第４回での見直しの視点と課題より，青葉山公園計画の基本的な考

え方（案），青葉山公園整備方針案の検討を行った。 

第 6 回委員会 

第５回の意見（市民レベルの使われ方が見える計画づくり，景観を

中心とした公園周辺との関連性の検討等）を含め，周辺地区の計画テ

ーマへフィードバックし，再度基本的な考え方及び整備方針案の検討

を行った。 

第 7 回委員会 

フィードバックし再度検討を行った基本的な岸替え方及び整備方

針案や，第６回の意見（景観軸，本丸周辺の植生，活動イメージ，空

間デザイン等）を踏まえ，基本計画図の作成と空間構成，主要施設太

一計画を行った。 

第 8 回委員会 

第７回の意見（中嶋池地区，車道のルート設定，追廻の芝生広場デ

ザイン等）を踏まえ，基本計画図の作成と空間構成，主要施設太一計

画を行った。 

第 9 回委員会 
基本計画（案）を基に空間構成計画（ゾーニング），基本方針図の

作成，基本計画図の作成を行った。 

第 10回委員会 

第１回から第９回までの委員会を踏まえ，基本計画図 終案の策定

と，青葉山公園整備基本計画の報告書について話し合った。また，市

民アンケート結果を示し，青葉山公園整備に反映させるよう検討し

た。 
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２）フォーラムの開催 

本委員会では中心市街地から青葉山までの広範囲における緑の役割について議論を行

い，個別計画についてはそれぞれ青葉通再生基本構想検討委員会や再生西公園再整備検討

委員会において検討する事とした。そこで議論半ばの 11 月末に三委員会合同でフォーラ

ムを開催し，各委員会の検討経過を報告し意見を交わした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）市民意見募集 

○目  的：青葉山公園整備基本計画（案）について一般市民の意見を伺い，今後の整

備に活かすことを目的とする。 

○調査期間：平成 17 年 6月 16 日～平成 17年 7月 15 日 

○調査概要：①市政モニター210 人 

      ②一般市民（市政情報センターや各区役所，市民センター，本丸跡広場に

おいてアンケート資料配布，また仙台市ホームページ上で募集） 

 

フォーラム「街なかの杜づくりを考える」 

日 時 平成１６年１１月３０日（火） １３：３０～１５：３０ 

場 所 仙台国際センター２階大会議室 

内 容 青葉通のケヤキ並木，西公園や青葉山など，これからの「緑の拠点づくり」に

ついてパネルディスカッション 

       ・コーディネーター：大村虔一 

       ・パネラー    ：濱田直嗣・宮原博通・森山雅幸 
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（回答者の構成比）            （回答者の性別） 

項  目 回答数 

市政モニター（郵送） 98

市政モニター（ネット） 94

一般回答 430

計 622

 

 

 

 

（回答者の居住地）           （回答者の年齢構成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１―１）青葉山公園のイメージについて 
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質問１－２）青葉山公園の利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問２－１）「公園のつくり方５つの方針」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問２－２）「公園の整備方針図」について 
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質問３ 自由意見について 

・自由意見は５１３件（全体の８２％）の回答があった。 

・意見の内容に応じ，７種に分類し，それぞれの件数や割合，代表的な意見を整理した。 

No. 主な意見の内容 代表的な意見 

地元の人，観光客の人もたくさん訪れる公園になると思いますので，自然と杜

の都仙台を象徴するような，素晴らしい公園に是非して欲しいと思います。
1 整備推進に期待 

１０年以上しばらく，この公園付近に行った事がありません。この計画を知り，

是非出かけてみようと思いました。すばらしい公園を期待します。 

たしかに地下鉄は通るのでしょうが，地下鉄駅から竜ノ口の方まではかなり遠

いです。歩けないです(特に子供連れでは)。 小限の駐車場では心配です。せ

めて地下鉄の駅近くに駐車場をつくり，シャトルバス等，通してほしいです。2 

主に管理や交通面

な ど に お け る 要

望・意見 すべての公園にあてはまるのですが，私達が仙台の市民として誇れる様，その

場の清掃・管理に充分に配慮した公園の運営を考えてほしいと思います。 

子供から大人まで，また，障害者にも幅広く利用できるような公園作りを目指

して欲しいです。新しい仙台の観光ポイントにもなれるよう期待しています。
3 

主に市民（子供や老

人）の使い勝手に関

する要望・意見 
全体的に出来る限り自然を残し，年齢や身体的障害にとらわれず，みんなが心

休められる憩いの場所になる様に頑張って欲しい。 

伊達文化を過去の遺産だけに止どめずに，歴史経緯で生まれている文化も大切

な市民財産として，継承していくための機能が不可欠です。そのためにも，す

ずめ踊りや，七夕飾りなどの歴史の歩みの中で継承されてきた文化拠点施設を

形成していくべきです。 4 

主に観光面の重視

や仙台城復元に関

する要望・意見 仙台市百年の大計として，仙台城の復元を考え，それを見据えて，手もどりの

ないようにして欲しい。金沢市の城復元におとらない長期計画を是非検討され

たい。 

【回答分類１】
整備推進に期待
78件，15％

【回答分類２】
主に管理や交通面の
要望・意見
102件，20％

【回答分類6】
主に歴史面を重視し日
本庭園整備などに関す
る要望・意見
147件，29％

【回答分類7】
その他現状への要望や公
園自体の是非など
68件，7％

【回答分類5】
現状の自然重視や財政
の面から否定的な意見
など
26件，5％

【回答分類４】
主に観光面の重視や仙
台城復元に関する要
望・意見
63件，12％

【回答分類３】
主に市民（子供や老
人）の使い勝手に関す
る要望・意見
29件，6％
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自然にあふれた公園を目指しているようですが，整備することにより，逆に自

然が破壊されそう。人工的な自然を作ろうとしているように思える。仙台には

青葉山をわざわざ整備しなくても，自然にめぐまれた素晴らしい公園はたくさ

んある。整備のお金がもったいない。 
5 

現状の自然重視や

財政の面から否定

的な意見など 
今の自然で手付かずの公園のままの方が良いと思う。無理に自然を破壊してま

で造る必要があるのかと思う。 

仙台には日本の良き庭園が無いと思う。他県に行くと必ずといって何箇所かあ

るのに，仙台に無いのがさびしい。茶室なんかもあっていいのでは無いかと思

う。和と洋をうまく合わせて作って欲しいと思う。 
6 

主に歴史面を重視

し日本庭園整備な

どに関する要望・意

見 

東北の雄としての仙台に，国際的な表現として，是非とも「日本庭園」が必要

と考えます。伊達文化を引き継ぐ意味からも，日本に誇れる公園を造ってもら

いたい。 

⑧の場所に世界に誇れる高齢者の施設を。街の中心に福祉の施設。人間が住ん

でいないと広場もゴミ捨て場になる。 

7 

その他，現状への要

望や公園自体の是

非など 

学生時代によく学校から植物園や博物館に行く通り道に広瀬川で，生物や地学

の勉強をした頃を懐かしく想い出します。心のふるさとが青葉山公園の一帯で

す。時代とともに整備され少しずつ変わってゆきますが，昔の姿を失うことな

くできればと思うのです。 
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３ 青葉山公園の変遷 

・ M 7(1874)   この頃仙台城本丸の建造物群取り壊し 

・ S10(1935)   伊達政宗騎馬像建立（初代：戦時中の金属回収で供出) 

・ S20(1945)   仙台空襲により国宝の大手門や脇櫓等焼失 

・ S21(1946)   「仙台総合運動場」として都市計画決定（戦災復興院告示 第 244 号） 

         計画面積：約 22.5ha 

・ S28(1953)   都市公園として開園 

・ S29(1954)   本丸跡開園 

・ S30(1955)   「仙台総合運動場」を「青葉山公園」に名称変更（建設省告示第 1293 号） 

・ S31(1956)   三の丸跡開園 

・ S32(1957)   青葉山公園庭球場開設 

・ S36(1961)   仙台市博物館（旧館）開館 

・ S39(1964)   伊達政宗騎馬像再建（二代目：初代の原型を元に再鋳造） 

・ S39(1964)   宮城県スポーツセンター開館（H18 廃止） 

・ S42(1967)   大手門脇櫓再建 

・ S52(1977)   中門跡北石垣修復（高さ 2.9m，長さ 20m，石材 440 石） 

・ S53(1978). 6.12 宮城県沖地震：17:14 頃 マグニチュード 7.4 仙台市震度 5 

・ S61(1986). 3  現仙台市博物館開館 

・ H 3(1991). 9  仙台国際センター開館 

・ H 8(1996).11  青葉山公園基本計画策定 

・ H 9(1997). 7  青葉山公園整備事業 事業計画認可取得（宮城県告示 第 842 号） 

         事業面積：約 30.4ha，事業期間：平成 19 年 3 月 

・ H10(1998). 3  本丸北壁石垣修復着工（高さ 5～18m，長さ 190m，石材 10,332 石） 

・ H10(1998). 5  伊達政宗騎馬像移設（二代目を南側に約 20ｍ移動） 

・ H11(1999).11  残月亭の仙台市博物館敷地移築（石巻市の姉歯家より寄贈） 

・ H15(2003). 8  国史跡指定（仙台城跡）市道追廻天主台線・追廻竜の口沢線の西側一帯 

指定面積：約 66ha 

・ H16(2004). 3  本丸北壁石垣修復完成 

・ H16(2004). 6  青葉山公園整備基本計画検討委員会設置（H17.8 まで 10 回開催） 

・ H17(2005). 8  地下鉄東西線都市計画決定に伴う公園区域変更（仙台市告示 第 966 号） 

         計画面積：約 50.3ha 

・ H17(2005). 8  青葉山公園整備基本計画検討委員会の答申 

・ H17(2005).11  中門跡南石垣修復（高さ 0.7～3.6m，長さ 50m，石材 538 石） 

・ H17(2005).11   清水門跡石垣修復（高さ 1.6～3.5m，長さ 24m，石材 221 石） 

・ H18(2006). 3  仙台城見聞館開館 

・ H19(2007). 3  事業計画変更認可取得（宮城県告示 第 314 号） 

          史跡指定地内の施設配置計画変更，事業期間：平成 29年 3 月に延長 

・ H23(2011). 3  事業計画変更認可取得（宮城県告示 第 194 号） 

          主に追廻地区の施設配置計画変更 

・ H23(2011). 3.11 東北地方太平洋沖地震―東日本大震災―（青葉区震度 6弱） 

・ H23(2101). 4. 7 東日本大震災 大余震（青葉区震度 6弱） 

・ H24(2012). 3  事業計画変更認可取得（宮城県告示 第 293 号） 

          認可区域の拡大（国際センター地区・二の丸跡） 事業面積：約 42.1ha 

・ H25(2013). 3  事業計画変更認可取得（宮城県告示 第 224 号） 


